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研究成果の概要（和文）：平成23年度より研究代表者らが所属する富山大学杉谷キャンパス日本語プログラムにおいて
、エンパワメント評価(以下EE)を実践してきた。この実践は、国内では例がなく言語教育プログラムでは国際的にも珍
しい。平成23年度には、まず担当教員内にEE原理の理解を深め、民主的な話し合いの土壌を作りながらプログラム・ミ
ッションを策定した。その上で3年間の実践ゴールを、ミッションに適合した「学習達成目標設定」と「達成を測る指
標作り」とした。
その後プログラム内容をミッションに適合させ改善していく過程で教員側に常勤・非常勤を越えた民主的参画と、主体
的関わり・組織学習の強化など、EEの原理の一部の達成が観察された。

研究成果の概要（英文）：Toyama University Sugitani Campus Japanese Language Program has been implementing 
Empowerment Evaluation (EE) since 2011. EE is still an emerging approach in Japan and is rarely practiced 
in language programs. During 2011, efforts went into building language instructors' understanding of the E
E principles, creating the context and space for democratic curricular discussion, and developing a progra
m mission statement. Based on the initial phase, evaluation project aimed at generating program-level stud
ent learning outcomes statement and gathering indicators to assess student achievement of the outcomes.  T
hrough a democratic and participatory process of aligning program activities and curriculum to the outcome
s and mission statement, all instructors showed proactive engagement and program and evaluation ownership.
 As indicated in EE principles, evaluation activities brought tangible program change and organizational t
ransformation to become a learning organization.
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１． 研究開始当初の背景 

筆者らは平成 20年度−22年度の科研研究とし

て学校型、地域型1の双方にまたがり北陸地域

の日本語プログラムの現状調査を行った結

果、どちらのタイプでも教育資源の少ない小

規模プログラムでありながら、学習者の母語

やレベルなどの多様性の大きいプログラム

が困難なプログラムであることを指摘した。

そして、筆者らの関わる大学の理系キャンパ

スにおける小規模な日本語プログラムは地

域型と共通する環境的な困難さも抱える、学

校型の中では周辺的な困難なプログラムで

あることを自覚した。そうしたプログラムを

如何にして改善していくかという視点で

様々な評価理論を見た時に、「エンパワメン

ト評価」という画期的な評価法がアメリカで

開発されているが、日本にはほとんど紹介も

されていないことに気づいた。小規模な弱小

プログラムにはエンパワメントこそ必要で

あると考え、この評価法について研究し、実

践により評価法としての有効性を検証し、日

本に紹介したいと考え、この科研を申請した。

幸い科研に採択され、アメリカ評価学会に所

属する外部評価者の参加も得て、筆者らの日

本語プログラムにおいて３年間の科研評価

研究を行った。 

 
２． 研究の目的 

研究究目的を以下のように設定した。 

１）エンパワメント評価の評価方法としての

研究 

①研究代表者の主宰する大学の小規模な日

本語プログラムで、「エンパワメント評価」

を実践し、日本初の実践例となる。 

②エンパワメント評価の日本初の実践例と

して、実践に当たっての手順の確認、問題点

の発見、並びに有効性の検証を行う。（エン

パワメント評価の有効性の検証） 

                                                   
1 本稿では、「学校型」を学校機関主催の主に留学

生対象の教育の場とし、「地域型」を自治体や任意

団体主催の主に定住型外国人対象の教育または支

援の場とする。 

 

２）エンパワメント評価におけるエンパワメ

ントの達成 

①理系キャンパスでは研究が忙しく日本語

学習に充分な時間を割けない上に、日本語に

曝される機会も少ない。学習環境上の困難さ

をどのように克服するか。(学習者のエンパ

ワメント) 

② 日本語学習に対する周囲の無理解、外国 

人に対する言語保障等の社会的エンパワメ

ントの必要もある現場である。社会的なエン

パワメントを含む真の「エンパワメント評

価」をどのように実践するか。（プログラム

当事者のエンパワメント） 

 

３）エンパワメント評価活動の目的 

①小規模日本語プログラムである上、多言語

集団からなる第二言語教育の現場であり、学

習者の属性も多様で、プログラムの時間数も

少ないという困難なプログラムをどのよう

に改善するか。(プログラム改善の課題) 

②エンパワメント評価理論に則った、当該プ

ログラムのミッションの策定、それに沿った

コース目標、学習達成目標の整備、クラス内

の活動や期末試験など、目標の達成を見るた

めの指標の整備とした。（プログラム改善の

ための具体的課題） 

 

この科研研究の目的は、「エンパワメント

評価」の理論を理解し、理論に則って外部評

価者の指導の下にエンパワメント評価を実

践し、１）実践方法を体得し、日本に紹介す

ること、エンパワメント評価により、２）プ

ログラムの当事者にエンパワメントが起こ

るか、３）プログラムが改善されるかを検証

し、エンパワメント評価の有効性を検証する

ことであった。 

 
３．研究の方法 

３年間の科研期間で、平成 23 年度は準備期

間、平成 24 年度は当該プログラムにおける



 

 

エンパワメント評価の実践、平成 25 年度は

実践結果の検討と位置づけた。実践報告のた

めにはすべてのエンパワメント評価会議に

書記を依頼して、レコーダーの記録と会議録

を整備した。エンパワメントや改善などの変

化を見るためには、事前のベースライン調査

と事後の調査結果を比較すること、データは

主に質的データをとり、質的分析方法で処理

することとした。 

１）平成２３年度 事前準備 ４回のエンパ

ワメント評価会議の実施 

①第 1 回（12 月）：PAC 分析講習会により教

員の事前意識のデータを収集した。評価研究

への教員の参加を勧めた結果全教員の参加

を得て、教員のベースライン調査として、イ

ンターネットアンケートと PAC 分析により、

教員のプログラムや評価についての事前意

識のデータを収集した。 

②第 2回、第 3 回（1 月）：外部評価者と全教

員により、エンパワメント評価理論に則り、

３ステップ・アプローチを実施した。 

外部評価者によるワークショップとして、エ

ンパワメント評価（フェタマンら 2005）の３

ステップ・アプローチの(ⅰ)使命の構築、

(ⅱ)現状把握、(ⅲ)将来計画の策定（途中ま

で）を直接的当事者である全教員で決定した。 

③第 4 回（3 月）：全教員による評価会議で、

平成 24 年度のコースデザイン改革、コース

の達成目標原案を作成した。 

 

２）平成２４年度 

平成 24 年度、前・後期に、研究代表者らの

所属する大学理系キャンパスの小規模日本

語コースにおいて、コース改革を含むエンパ

ワメント評価を 2学期間実践した。 

①地域日本語教育の知見を生かした「対話活

動クラス」を３クラス、日本人支援者を入れ

て展開し、学習者の発話力の養成と現実の生

活に働きかける力の育成（学習者のエンパワ

メント）を目指した。 

②学習者にベースライン調査として、日本語

教育へのニーズ調査を実施し、学期の終了後、

同じ質問票で学習者の意識の変化を見た。 

③エンパワメント評価ワークショプでは、フ

ォーカスグループインタビュー(FGI)の実施

法について研修を受け、後期終了後、学習者

から、より率直なニーズとコース評価を受け

るために、FGI を学習者に 4 回、留学生のチ

ュータ－に 1回実施して、エンパワメント評

価によるコース改革についての評価データ

を採集した。 

 

３） 平成２５年度 

①平成 25年度には、平成 24 年度末に採集し

た FGIによる評価データを基に、学習者と日

本人チューターのプログラム改善への意欲、

ニーズの自覚、自身の問題を解決しようとす

る社会的エンパワメントの状況を質的分析

法により分析した。 

②３回のエンパワメント評価会議により、学

習者やチューターの FGIの結果を分析した結

果から、理系小規模日本語プログラムという

特性を生かしたミッション・ゴール・学習達

成目標を連続性・実効性のあるものに改訂し

た。 

③更に、学習達成目標に沿って、期末テスト

やオーラルテストも検討し、指標もある程度

整備した。これは今後も続けて完成させる。 

 
４．研究成果 

１) 平成２３年度 

①準備段階の平成２３年度には、プログラム

の直接の当事者である教員にエンパワメン

ト評価への参加を働きかけ、十分な納得の上

全員の参加を得て、エンパワメント評価の１

０の原理のうち、民主的参加と全員参画を達

成した。その説得の過程で、事前、事後のイ

ンターネットアンケート調査や会議録の分

析から、教員の当事者意識の高まりとプログ



 

 

ラムへの主体的な関与の増加が認められた。 

②また、すべての教員会議において、エンパ

ワメント評価会議と同様に、外部評価者によ

り導入された「ディスカッション・ルール」

を守り、全ての構成員の発言を保障すること

で、民主的参加や全員参画の原理を実現する

意思決定システムに改善されてきた。教員の

インターネットアンケートでのコメントか

ら、特に若い教員に参画意識が強くなったこ

とが観察された。 

 

２） 平成２４年度 

① 対話活動クラスにおいて、地域日本語 

プログラムのコーディネータや日本人学生

のサポーターを入れることで、エンパワメン

トの対象をプログラムの周辺にいる関係者

にまで広げた。その結果、学習者の視野も広

くなり、自分自身の問題を日本人サポーター

との話し合いにより解決する社会的コミュ

ニケーション能力や相互コミュンケーショ

ン能力が養われて来た（FGI）でも、学習者

が自分たちの必要とする日本語ニーズや社

会的コミュニケーション能力についての要

望をしっかりと主張することができていた。

対話活動クラスにより、学習者のエンパワメ

ントが促進されていることが示唆された。 

 

３） 平成２５年度 

①平成 24 年度の実践の分析から、プログラ

ムの周辺にいる地域の日本人関係者や日本

人学生のチューターなどの関係者との連携

も意識して、プログラムに組織的に取り込む

ことを意識するようになった。 

②エンパワメント評価自体の目的であった

プログラムのミッション、ゴール、達成目標、

指標の整備も進めた。 

③対話活動クラスにおける実際の問題をト

ピックとする話し合い活動が、プログラムの

改善と学習者のエンパワメントに有効であ

ることが認められたため、対話活動クラスの

一層の充実を図った。その結果、学習環境の

不備や、学習権の保障のされなさ等の当該プ

ログラムの持っていた欠点を特性へと転化

させるようなプログラム改善につながった。 

  

即ち、エンパワメント評価は、直接的な当

事者である教員、学習者を始め、周囲の日本

人チューターや日本人サポーターなどプロ

グラム関係者を巻き込み、実際の問題につい

ての問題解決力をつけ、エンパワメントを起

こすことによりプログラムを改善すること

ができることが認められた。 
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